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次期の自社開発候補品の論文掲載に関するお知らせ 

 

次期の自社開発候補品の Bcl-2 阻害剤のＶＴＸ（ベネトクラクス）の新規誘導体（ＰＥＧ－ＶＴＸ）の

論文が、Ｃａｎｃｅｒ Ｒｅｐｏｒｔｓの本年６月２６日付発行の電子版に掲載されましたので、お知らせしま

す。詳細は以下のＵＲＬをご参照ください。 

 

https://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1002/cnr2.1485 

 

ＶＴＸは CLL(慢性リンパ性白血病)次いで AML（急性骨髄性白血病）の適応でアメリカ合衆国の

FDA(食品医薬品局）から承認されたがん分子標的薬ですが、DFP-10917（ラドゴシタビン）との相

性が良いため、本年 6 月 4 日付でお知らせのとおり、ＡＭＬの領域での市場の最大化を目指し、ラド

ゴシタビンの併用相手としてＶＴＸを第一選定しています。 

 

PEG-VTX は、分子量４万の４本鎖の PEG（ポリエチレングリコール）の末端カルボキシル基に

VTX の二級アミノ基をアミド結合させた水溶性の新規物質です。VTX 同様に Bcl-2 阻害作用を示

し、がん細胞に多発現しているプロテアーゼの作用により、がん選択的に VTX を放出するため、

VTX の１/１０以下の投与量で同等の効果を示し、高い安全性が確認できましたので、自社開発品と

して開発し、ラドゴシタビンなどと併用する方法で、患者に優しいAMLの治療法として提供する考え

です。PEG-VTX は新規物質として、台湾及び全世界に国際出願しており、日本と米国、欧州及び中

国などへの各国移行手続き中です。台湾では既に特許成立しています。 

なお、本件に関する業績等への影響はありません。 
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